
サブルーチン



この章では、GeneXus におけるサブルーチンについて説明します。仕組みと実装方
法を説明し、どのような用途があるかを確認します。

サブルーチンは基本的に Code ブロックであり、同じオブジェクト内にあるかぎり、
何度でも呼び出すことができます。
そのため、オブジェクトのさまざまな場所から、または同じ場所から、同じブロッ
クを複数回実⾏できます。サブルーチンでは、コードを 1 回だけ記述し、それに名
前を割り当てることで、その名前で呼び出すことができます。

サブルーチンは、データプロバイダーを除き、プログラミングを受け入れるすべて
のオブジェクトで使用できます。具体的には次のものがあります: Web パネル、
プロシージャー、パネル、トランザクション。

簡単な例を使って、この仕組みを⾒てみましょう。

サブルーチン

Code ブロック

次の場所で使用可能:

‒ Web パネル
‒ プロシージャー
‒ パネル
‒ トランザクション



旅⾏代理店向けに開発しているアプリケーションを使います。トランザクションと
して、さまざまなカテゴリを登録するための Category トランザクションと、
Attraction トランザクションがあります。後者のトランザクションには、それ自体
の項目属性に加えて、Category トランザクションの CategoryId および
CategoryName 項目属性もあります。

このアプリケーションの Web パネルの 1 つで、その実装を確認しましょう。



レイアウトには 2 つのボタンがあります。1 つは「Change category Monument 
in Beijing」で、もう 1 つは「Change category Monument in New York」です。
最初のボタンのイベント名は Change1 で、2 番目のボタンのイベント名は
Change2 です。

Event セクションを⾒ると、これら 2 つのイベントにコードが割り当てられてい
ます。最初のものを⾒てみましょう。2 つの変数 cityname と categoryname が宣
言され、それぞれに「Beijing」と「Monument」と言うテキストが割り当てられて
います。
さらに、ビジネス コンポーネント カテゴリタイプのカテゴリ変数があり、カテゴリ
の名前が「Tourist site」であると指定されています。その後で、Category テーブ
ルへの新しいカテゴリの挿入が試⾏されます。
レコードが正しく挿入されると、観光名所のテーブルが参照され、CityName の値
が CityName 変数と同じであり、CategoryName の値が CategoryName 変数と
同じであるレコードのみがフィルタされます。
それらのレコードに対して観光名所のカテゴリが更新され、入⼒したカテゴリ (この
場合は「Tourist Site」) に変更されます。

2 番目のボタンも最初のボタンと同じ処理を⾏いますが、異なるデータを使用し
ます。挿入されるカテゴリ名は「Historic Place」で、カテゴリが「Monument」で
あるニューヨークの観光名所がフィルタされます。

最初のイベントと 2 番目のイベントを⾒ると、まったく同じ Code ブロックである
ことが分かります。
この場合、コードを 1 か所で宣言し、イベントから必要に応じて呼び出すことがで
きます。これをやってみましょう。



Sub コマンドではサブルーチンを定義できます。そのサブルーチンには名前を割り
当てる必要があります。終了する場所は Endsub で指定します。
この中には、後で呼び出すコードを入⼒する必要があります。これをコピーして貼
り付けます。
イベント内のブロックを削除し、代わりにサブルーチンを呼び出します。これを⾏
うには、Do コマンドを使用して、その後に名前を指定します。
この実装は、サブルーチンを宣言する前とまったく同じ処理が⾏われます。

このように、コードをモジュール化すると、より明確で読みやすいコードにするこ
とができます。もう 1 つのメリットは、このブロック内で何かを変更する必要が⽣
じた場合、1 回変更するだけで、コードを呼び出すあらゆる場所に適用できること
です。また、同じオブジェクト内 (このケースでは Web パネル
InsertCategoriesAndAttractions) にあるかぎり、サブルーチンを使用してこの
コードを何度でも再利用できます。

次に、別の例を使用して、もう少し詳しく説明します。



このアプリケーションには、さまざまな航空会社を複数の項目属性で記録する
Airline トランザクションがあります。

このプロシージャーオブジェクトのソースには、ここに示すコードがあります。
この For each は、Airline テーブルを参照し、航空会社を ID 1 でフィルタします。
ID 1 はこの変数に割り当てられた値です。
このレコードのアドレスを AirlineAddress 項目属性を使用して更新する必要があり
ます。
次に、AirlineId に 1 を足した値を割り当てる nextId という変数があります。この
ケースでは値が 2 になります。次に、ChangeName サブルーチンを呼び出します。
このサブルーチンも Airline テーブルに対して For each を実⾏し、AirlineId を 2 
のレコードでフィルタします。
該当するレコードが⾒つかると、その名前が更新されます。

サブルーチンの実⾏が終了し、メインの For each に戻ると、どのレコードの位置
になるでしょうか。ここで Airline トランザクションの項目属性、たとえば
AirlineDiscountPercentage があった場合、それに値を割り当てると、どのレコー
ドに適用されるでしょうか。サブルーチンを呼び出す前に位置していた ID 1 のレ
コードでしょうか。それとも、ID 2 のレコードでしょうか。



レイアウトで 3 つの項目属性を宣言し、航空会社の ID、名前、およびアドレスを表
示して確認してみましょう。

ソースでは、指定されたタイミングでどの航空会社に位置しているかを確認する
ために、3 つの Print Printblock を追加しています。1 つはサブルーチンを呼び出
す前、1 つはサブルーチンの実⾏中、1 つはサブルーチンを離れた直後です。

試してみましょう。
サブルーチンを呼び出す前の最初の Print Printblock では、ID 1 の航空会社に位置
され、アドレスは既に更新されています。
実⾏される 2 番目の Print Printblock は、サブルーチン内のものに対応します。
ID 2 のレコードが画⾯に出⼒され、新しい更新された名前が付けられています。
3 番目の Print Printblock は、サブルーチンを終了すると実⾏されます。そのタイ
ミングでは、サブルーチン内での ID2 のレコードに位置したままです。サブルーチ
ンを呼び出す前に位置していた、ID 1 のレコードではありません。
そのため、このタイミングで AirlineDiscountPercentage 項目属性を 1 つの値で更
新すると、ID 2 のレコードに対して実⾏されます。
宣言された項目属性がオブジェクトに対してグローバルであるため、このように処
理されます。そのため、オブジェクトの特定のセクションで項目属性が値を取得し
た後で、同じ項目属性に値を割り当てるサブルーチンが呼び出された場合、呼び出
されたサブルーチンから戻り、その項目属性の値を照会すると、サブルーチンで割
り当てられた値になります。これを AirlineId 項目属性で確認しました。

サブルーチンではパラメーターの送信はサポートされません。そのため、データの
やり取りには、オブジェクトに対してグローバルな変数を使用します。

この動作が望ましくない場合は、サブルーチンを使用する代わりに、たとえばプロ
シージャーを呼び出すことができます。このケースでは、フィルタに使用する変数
をパラメーターを使用して送信します。

次に、3 つ目の例を⾒てみましょう。



このケースには、Category テーブルをナビゲートする For each と Attraction 
テーブルをナビゲートするネストされた For each を実⾏するプロシージャーがあ
ります。すべての観光名所にカテゴリが割り当てられるため、CategoryId によって
結合が実⾏されます。CategoryId は、両方のテーブルを結合できる共通の項目属性
です。ナビゲーション表示を⾒てみましょう。

プロシージャーのソースを⾒ると、2 つの Print を実装していること
が分かります。1 つはカテゴリの名前を実装し、2 つ目は観光名所の
名前を実装します。

これを実⾏すると、カテゴリの名前が出⼒され、その内部に、それと関連付けられ
たカテゴリの観光名所が出⼒されます。
この動作を望まない場合、つまり結合は実⾏されず、カテゴリが出⼒され、その後、
どのカテゴリに属するかに関係なくすべての観光名所が出⼒される動作を望む場合は、
どのように実装したらよいでしょうか。
1 つのオプションは、このコードをサブルーチン内に入れることです。
ナビゲーション表示を⾒てみましょう。
Category テーブル全体が参照されてから、Attraction テーブル全体が、最初のレ
コードから最後のレコードまで、どのようなフィルタも適用せずに確認されること
が分かります。

このように、GeneXus は自動推論を実⾏せず、CategoryId によるフィルタも実⾏
しません。2 つの別のナビゲーションを⾏います。

ここまで、サブルーチンの例と使用方法を⾒てきました。



簡単にまとめます。

サブルーチンとは、

- コードをモジュール化できる Code ブロックです。同じオブジェクト内であれば
何度でも呼び出すことができます。
- Web パネル、プロシージャー、パネル、トランザクションなどで使用できます。
- Sub コマンドで定義し、Do コマンドで呼び出します。
- パラメーターの送信はサポートされておらず、データのやり取りには変数を使用し
ます。
- 項目属性に値が指定されている場合、サブルーチンを呼び出すときに値が変わり
ます。サブルーチンから戻り、値を照会すると、サブルーチンで割り当てられた値
が示されます。これは、項目属性がそのオブジェクトに対してグローバルであるた
めです。
- For each 内から呼び出しが⾏われ、サブルーチンにも For each コマンドがある
場合、For each はネストされません。つまり、推論もフィルタも⾏われません。

詳細については GeneXus の Wiki を参照してください。

サブルーチン

‒ Code ブロック

‒ 次の場所で使用可能:

‒ Web パネル
‒ プロシージャー
‒ パネル
‒ トランザクション

‒ Sub コマンドで定義し、Do コマンドで呼び出す

‒ 項目属性がオブジェクトに対してグローバルである

‒ For each はネストされない



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


